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	オンラインソードアート：ブラックフェザー

私は、これがうまく翻訳していないためにとても残念に思います。他の人がこれを読んだことがありますので、私はGoogleを使用しています。  
>オンラインソードアート：ブラックフェザー。<br>メインキャラクター：イングラム（ 'カラスの息子'）  
>"憎悪に満ちた私たちの目であった<br>私達のどれもが見ることができなかった。  
>私たちの戦争は、数え切れないほどの死者をもたらすでしょう<br>決して勝利。 "  
>"だから、私たちはさておき、腕を投げてみましょう<br>と私たちの怒りを捨てたい。  
>汝、信仰に、私たちの安全を守るでしょう<br>我々はパスを見つけることながら。 "  
>若い男が、彼の十代の高齢者年のまだ自由ではないが、近くにまばゆいばかりの白い空間に立っていた。自分自身を表現することができる何かが、何、彼が必要なのは名前だった今では、彼の前に、青白球上の彼のジェンダーと高さを確認した？ "イングラム？ '名はフレアを開催し、彼の私の後ろから名の下に自分の時間の思い出と一緒に、それが彼の唯一の選択肢であるという感覚が来た。  
>毎年Haloの規則に参加するためにアメリカへの彼の旅行は密接に彼が勝ったプログラマーのコンテストに続いて、彼の心を入力する第一号だった。誰がほぼ30年前にシングルゲームとしてスタートした実際の軍事ギアに漫画から伸びる主要な帝国を作ることになるかと思っただろう。<br>ホログラフィックキーボードの上に指をスライドさせ、彼は名前を入力しました。 ""イングラム "は、"小さな画面が現れEnterボタンを押す。 ""あなたが使用するように望んでいますし、まだ使用可能 "イングラム"のデータに憤慨？はい/いいえ "は"突然メモリが彼を酔っぱらっ、 'イングラム'は、彼は下のHaloプログラマーコンテストウォンからボーナスを登録したプレイヤーの名前はなかった。彼は、彼らが何であったかを知りませんでしたが、それは関係する何かヘイローになるはずだったが、彼はそれができるのか見当もつかなかった、とソードアートオンラインのようなゲームでは、スキンパックのためのうなり声に近い何かであるかもしれペット。  
>""はい ""ボタンを押す領事は離れてフラッシュや光の点滅は、彼が彼の目を閉じることを余儀なく。 "ようこそ、ソードアート·オンラインへ。"ライトは彼の前に爆発したような柔らかい女性の声は彼の耳にささやいた。聞こえるように明るさで淡色ライトの爆発が沈黙を埋め尽くした。<br>空気は彼の髪をシフト、彼の顔の上に殺到し、彼の耳によりハウリング、ライトがおさまった、もはや彼が彼の目を閉じたままにせざるを得ないので、彼はそれらを開いた。開いている部屋だった彼の前に、それは銃グレーと同様の色、大きい、彼は前にいたどんなお部屋です。頭の上のライトが点灯しますが、上記のホラーセットの感触に加え、外にちらつくたびに移動するように見えた木箱を露出して、ホラー映画のセットのように、オンとオフをパルス化。  
>これが出発点ではなかったが、それは "始まりの町"のようなものは見えませんでした。 "もしもし？"彼は答えを期待して、成長して暗闇の中へと呼ばれたかのようにオフスナップ彼から最も遠い光の列に応答した。ライトが一瞬消灯するライトの使用から解放された新しいパワーと急増した。<br>彼に上記の行が最後の1が点灯したまで近い分後に別の行には、出て行って、もう、もう、もう。上の唯一の1が彼の頭の上にあったまでゆっくりと彼の右に点灯し、左には出て行ったが、それは長くは続かなかった、それは彼もそれは上の最後の光だった実現する前に出ていた。  
>突然の暗闇はさらにその後ちらつきが点灯し、彼を妨げた。しかし、それは電気や非常灯の鈍い輝きのハミングが来た、彼は壁が占領していた宣誓かもしれない領域、彼の後ろでは、長くは続かなかった。 "なぜ彼らは常に赤ですか？ '彼は赤い光を投影し、単一の光を見て、彼のサイレント質問だった。<br>光の下でテーブル、椅子2脚、小さな光と、どのようなファイルのように見えた。誰のための大きな部屋の闇を検索しようと、ゆっくりと動いて、それがいずれかのプレイヤーやNPCである。テーブルに達し、彼はぼんやりと、ファイルが彼の実際の絵はそれに切り取られていたと指摘した。  
>""ビンビン ""<br>イングラムは、彼の拳の準備が、振り向いたが、暗闇の中で見られることは何もありませんでした。イングラムの周りに戻ってほぼ黒BDUの男、彼の皮膚から飛び出した（バトルドレスユニフォーム）彼の顔は空白、手でフォルダ、テーブルを挟んで座っていました。彼は目でイングラムを見て、彼は座ってする合図した。  
>"それはあなたの氏大阪を見てうれしいです。"制服を着たノンプレイヤーキャラクターは、それが彼の本当の最後の名前を言ったように瞬時に警告灯をオフに送信し、開始しました。 "私の名前はカヤバ明彦、SAOの開発者です。"イングラムの顎は "オーケー、そうではない非プレイヤーキャラ！"、落下<br>"ええと..."彼の知力のない返事が来たが、 "ネットギア"笑いのメーカーを作ることをどうにかしなかった。 "あなたは言葉を失っていなかった場合、私はこれを期待していた、正直なところ私は驚かれることでしょう。"彼はちょうど彼の脳は徐々に彼は可能彼の周りのすべてを作った人と会ったことが顔を受け入れ、開発者を見つめていた。疑問が頭に浮かんだ、と瞬間的にダウンして彼の精神的なフィルターで、それが瞬時に頼まれました。  
>"我々はどこにありますか？"ニヤリ氏カヤバの顔にまたがって。 "我々は現在、始まりの町の下の6つのレベル、あなた自身の個人的なフロアです。" "ああ..."彼が反応すると仮定した他にどのように、彼は10年で最も期待されるゲームの立ち上げに、彼自身の床の上に、バーチャルリアリティの新しく呼ばれる '父'をして座っていた。 "はい、それはそれは氏大阪で取るために少しではありません？" "ああ..." "ファイン氏大阪だね、これは予想された。"彼はうなずき、 "ありがとうが、私Sokoi電話してください、ミスター大阪は私の父です。"<br>""細かいSokoiすなわち、それは私と一緒に正式に夢中になっていない人に会えてうれしいです。 "カヤバは軽い笑いながら答えた。"しかし、私はあなたとの深刻な議論に何かする必要があります。 "彼の目は、その上腕輝きを失い、彼の顎が設定されました。 "よし...？"  
>カヤバは彼の椅子にslouched、それは彼の年齢は彼のアバターを介して見せたようです。 "これはもはやゲームではありません。"彼の声は、以前にあったものの正反対。 "あなたはについて何を話しているの？"忍び寄る恐怖が彼の背骨を上昇した。 "私はもはやシステムの管理を行っていません。SAOでここにすべてが、今では外の世界と同じくらいリアルです。"<br>それはSokio大阪がそう他の多くのように死亡したことを、この時点で悪名高いのに住んでいるであろう時間だった。彼の代わりにするためイングラムは彼の捕獲を担当する人を殺すためにあった魂の思考の完全に 新しい人を、立っていた。 Kabiu明彦、ネットギアの開発者の息子の名の男。  
>- 注意：<br>更新されて、この確率は、単にレビューを頼りにしています。  
>私は翻訳で失われる事の意味についてはとても残念に思います。<p> 
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